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視察研修の様子

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ

【
第
１
部
】

　
和
田
三
生
さ
ん
（
株
式
会
社
三
生
代
表
、
農
産
物
野
生
鳥

獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
鳥
獣
保
護
管
理
捕
獲
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
講
師
に
招
き
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
と

駆
除
な
ど
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
和
田
さ
ん
は「
イ
ノ
シ
シ
駆
除
は
専
門
駆
除
員
を
つ
く
り
、

専
門
職
と
し
て
駆
除
し
な
い
と
頭
数
は
減
ら
な
い
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
の
特
徴
と
習
性
を
良
く
知
る
こ
と
が
大
事
で
、
誰

で
も
捕
獲
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
第
２
部
】

　
市
農
業
振
興
課
か
ら
、
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
鳥
獣
捕
獲
な
ど
は
猟
友
会
に
委
託
し
て
い
て
、

有
害
鳥
獣
駆
除
部
会
員
67
人
で
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
認
定
農
業
者
協
議
会
と
農
業
委
員
会
合
同
の

研
修
会
を
９
月
��
日
、
Ｊ
Ａ
む
な
か
た
で
開
催
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
１
年
に
１
回
、
視
察

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
８
月
30
日
～
31
日
に
か
け

　
基
調
講
演
で
は
、
甲
斐
諭

（
さ
と
し
）
さ
ん
（
中
村
学

園
大
学
教
授
）
が
「
食
料
貿

易
と
地
域
農
業
の
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
わ
が
国
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
の
問

題
点
を
、
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
国
際
的
な
食
料
価

格
の
高
騰
、
途
上
国
人
口
の

膨
張
な
ど
に
よ
る
食
料
調
達

困
難
化
の
可
能
性
、
農
地
面

積
差
（
ア
メ
リ
カ
の
１
０
０

分
の
１
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
１
５
０
０
分
の
１
）
か

ら
生
じ
る
国
際
競
争
の
格

差
、
主
要
国
産
物
平
均
関
税

率
で
は
、
日
本
が
非
常
に
低

い
こ
と
、
食
料
自
給
率
が
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
現
状
の
40

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
14
パ
ー
セ

ン
ト
に
低
下
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
映
像

を
使
っ
た
説
得
力
の
あ
る
講

演
で
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
第
２
部
で
は
、「
私
た
ち

の
食
生
活
と
む
な
か
た
の
地

域
農
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
谷

井
博
美
宗
像
市
長
、
小
山
達

生
福
津
市
長
を
は
じ
め
、
伊

規
須
国
光
Ｊ
Ａ
む
な
か
た
組

合
長
や
認
定

農
業
者
、
女

性
農
業
者
、

農
業
委
員
会

の
各
代
表
ら

が
、
消
費
者

代
表
を
含
め

た
８
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
と

熱
心
に
討
議

し
ま
し
た
。

　
会
場
で

は
、
有
害
鳥

獣
対
策
な
ど

て
、
鹿
児
島
県
南
九
州
市
と

霧
島
市
を
訪
問
。
高
齢
化
や

農
業
離
れ
が
進
む
農
業
経
営

の
あ
り
方
、
自
然
環
境
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
で
は
、
南
九
州

市
「
農
業
法
人
ど
ん
ど
ん

フ
ァ
ー
ム
古
殿
」
は
、
非
農

家
を
含
め
た
集
落
ぐ
る
み

で
、
自
分
た
ち
の
農
地
を
守

り
地
域
農
業
を
支
え
る
シ
ス

テ
ム
を
築
き
実
践
し
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。

　
霧
島
市
「
源
麹
研
究
所
」

は
、
生
ご
み
、
食
品
残
量
な

ど
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
で
の

環
境
型
農
業
に
よ
る
、
新
し

い
形
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　
農
村
地
域
は
農
業
者
だ
け

で
は
守
れ
ま
せ
ん
。
南
九
州

市
の
住
民
参
加
型
の
農
業

や
、
職
業
に
関
係
な
く
地
域

を
守
る
と
い
う
取
り
組
み

は
、素
晴
ら
し
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
霧
島
市
の
源
麹
研

究
所
で
の
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
農
家
で
の
取
り
組
み

は
最
善
策
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

宗
像
市
の
農
業
で
も
生
か
せ

る
こ
と
が
多
く
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。

【
現
状
と
対
策
】

▽
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

猟
友
会
が
現
地
調
査
後
、

必
要
に
応
じ
て
箱
わ
な
を

設
置
す
る

▽
捕
獲
や
防
護
柵
な
ど
の
設

置
に
、
国
、
県
の
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
、
被
害
の

減
少
に
努
め
る

▽
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
が
必
要

▽
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
を
自
己
防
衛
す
る
人

に
、
防
除
施
設
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助

＊
詳
し
く
は
市
農
業
振
興
課

☎
（
��
）
０
０
４
１
へ
問

い
合
わ
せ
を

農業者が困っている問題
〜鳥獣被害対策〜

JAむなかたでの合同研修会

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
特
徴
を
知
り
自
己
防
衛
を

自
己
防
衛
対
策

▽
昼
夜
を
問
わ
ず
エ
サ
を
求

め
て
活
動
す
る

▽
味
が
濃
厚
で
甘
み
の
強
い

物
が
大
好
物

▽
雑
食
で
イ
モ
や
根
茎
、
タ

ケ
ノ
コ
、
昆
虫
の
幼
虫
、

ミ
ミ
ズ
な
ど
、
な
ん
で
も

食
べ
る

▽
メ
ス
は
子
ど
も
や
姉
妹
と

群
れ
を
つ
く
り
、
オ
ス
は

単
独
行
動
生
活
を
し
、
交

尾
期
に
メ
ス
の
群
れ
に
入

る
。
縄
張
り
性
は
低
い

▽
行
動
範
囲
は
２
～
３
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
時
期

に
よ
っ
て
広
が
り
を
見
せ

る
▽
警
戒
心
が
強
く
、
臆
病
で

注
意
深
く
、
人
の
前
に
姿

を
見
せ
な
い
。そ
の
半
面
、

い
っ
た
ん
慣
れ
る
と
大
胆

不
敵
に
な
る

▽
鼻
が
敏
感
で
に
お
い
や
感

触
を
探
る
。
70
キ
ロ
の
石

を
動
か
す
ほ
ど
力
強
く
、

地
面
を
掘
る
こ
と
が
で
き

る
▽
跳
躍
力
に
優
れ
、
２
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
を
乗
り
超
え

る
。
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
狭

い
隙
間
を
く
ぐ
り
抜
け
る

柔
軟
さ
も
あ
る

〜農業委員会視察研修〜
農業経営のあり方と自然環境

　

宗
像
市
地
域
農
業
活
性
化
機
構
主
催
の

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
８
月
２
日
、
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熱気にあふれたシンポジウムの会場

▽
飼
付
に
な
ら
な
い
よ
う
に

農
作
物
を
放
置
し
な
い

▽
田
畑
に
近
づ
け
な
い
。
電

気
の
通
っ
た
柵
、ト
タ
ン
、

金
網
柵
、
網
柵
な
ど
で
侵

入
を
防
ぐ

食
料
貿
易
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を

〜
宗
像
・
福
津
市
合
同
農
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

の
問
題
に
つ
い
て
の
質
疑

が
出
る
な
ど
、
熱
気
に
あ

ふ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。


